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昨今、「人工知能 (AI, Artificial Intelligence)」という用語をよく見
かけるようになったと思います。これはディープラーニングという
機械学習手法の進展に依るものです。

本講演では「人工知能」とは何なのか、機械学習とどう関係してい
るのか、そしてディープラーニングは今までの機械学習手法と何が
違うのかをまとめます。

ディープラーニングは、それまでの機械学習手法が問題としていた
特徴抽出部分を自動化できるというのが大きな特徴です。確かにそ
れは間違いありませんが、注意して欲しいのは、それは画像識別だ
けの話だということです。人工知能の問題全体を考えた場合、画像
識別で解決できる部分は、大きくはありますが、全体ではありませ
ん。特に言語の問題に関しては、ディープラーニングが貢献できる
部分は少ないです。この点で少し世の中は騒ぎすぎの感じもします。

ディープラーニングが画期的なのは画像の特徴抽出ではなく、
「敵対的生成ネットワーク (GAN, Generative Adversarial 
Networks)」という技術だと思っています。世の中で話題となる
ディープラーニングは、GAN の応用であることもよくあり
ます。GANの紹介と、私の専門である自然言語処理から
見たディープラーニングの技術を概観し、現状の人工知能
の可能性と限界も話します。
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